
20 年来の業務システムを AWS で刷新
アプリケーションの刷新に加え、社員が使える
データ分析基盤を構築し、ビジネスの俊敏性を向上

株式会社ピエトロ

保守やライセンス更新の負荷軽減に向け
クラウドの活用を検討

2020 年 12 月に創業 40 周年を迎えたピ
エトロは、パスタレストランを発祥とする
企業です。パスタが茹で上がるまでの間に
提供したサラダにかけていた手作りドレッ
シングが評判となり、レストランだけでな
く、ドレッシングの製造販売を手がけるよ
うになります。現在もおいしさと健康を追
求しながら、レストラン事業に加え、ドレッ
シングやパスタソース、スープなどを製造・
販売する食品事業、通信販売事業などを展
開し、2025 年には新工場の稼働も予定し
ています。
同社の業務システムは、1990 年代に社内
サーバーに導入したものをベースとして
データセンターに移設して利用していまし
た。20 年近く更新を重ねてきたものの、消
費税の軽減税率対応や、設備そのもののメ
ンテナンスが困難になってきたことから、
2018 年ごろからシステム刷新の検討を開
始しました。
「ハードウェアの保守やソフトウェアの
アップデートなどを考えると、システム自
体を変えないと対応に限界があると感じ、
見直しを図ることにしました」と、株式会社
ピエトロでシステム関係を担当する S&I 
室の松下加奈氏は振り返ります。
ピエトロの業務特性に合ったシステムを模
索するなかで、ベンダー数社の案を検討した
中から、AWS のクラウドへの移行を提案し
た株式会社 NTT データ九州の案を採用し
ました。ピエトロのシステムを 1990 年代か
ら支援してきた NTT データ九州はピエトロ
のシステム構成に精通し、旧システムのデー
タセンターへの移設も担当していました。

AWS を選定した理由を、松下氏は次のよう
に語ります。「Web ベースのシステムにし
たいと思っていましたので、クラウド化は
必須と考えていました。AWS の実績は以前
から社長の耳にも入っており、AWS パート
ナーでもある NTT データ九州のご提案に
沿って進めることを決めました」
AWS への対象となるシステムは、生産管
理、販売管理、顧客管理に加え、ファイル
サーバー、資産管理、帳票などです。これに
加えて、属人化したデータの作り方を統一
し、リアルタイムに売上の数値など、経営判
断に必要な指標を分析するツールも新たに
導入することを検討しました。
「従来の基幹システムの場合、見たい数値が
あっても場合によっては月次のみ、日次で
も決まった時間にしか見られないことがあ
り、また入手するにはシステム担当者にそ
の都度依頼しなくてはなりませんでした。
このような、人に依存するという状況も変
えられればと考えていました」と、ピエトロ
の執行役員で広報室長の籠島知宏氏は語り
ます。

商品特性や製品現場に
配慮したシステムを短期間で構築

AWS への移行は、2018 年 5 月に要件定義
を開始し、2019 年 9 月にサービスインを
迎えました。Amazon EC2、Amazon RDS 
を導入して各種業務アプリケーションの刷
新を実施しています。
「ピエトロでは、生産工場のことを“大きな
厨房”と呼んでいます。唯一無二のおいしさ
にこだわって作っており、創業時の製法を
守るため、ドレッシングなど賞味期限が短
いものもあります。アプリケーションを検

討していくなかで、期限のない商品を扱う
など当社に合わないものも候補に上がりま
したが、NTT データ九州が当社の商品の管
理に適切なアプリケーションの提案をして
くれました。また、短期間での移行だったの
で、NTT データ九州のサポートには本当に
助けられました」（松下氏）
プロジェクトでは、古いシステムからの
データ移行は中間サーバーを介して段階的
に実施し、分散するファイルサーバーも統
合するなど、さまざまな整理・最適化につい
て、NTT データ九州の支援を受けました。
時には生産現場に赴き、現場の担当者の話
を聞いて新しいシステムの要件を確定する
こともあったといいます。
「生産現場ではどのタイミングで何をしな
ければならないかなど、担当者でないと分
からないこともありますから、工場の担当
者から直接ヒアリングいただいて助かりま
した」（松下氏）
ビジネス分析ツールには Tableau を導入
し、データウェアハウスサービスである 
Amazon Redshift をバックエンドとしな
がら、リアルタイムなデータ分析が可能と
なる環境を構築しました。

運用負荷とコストが軽減し
社員自らデータ分析が可能に

AWS での新システム稼働後、さまざまな効
果が現れました。まず、クラウドへの移行に
よって、ハードウェアのメンテナンスやシ
ステムのアップデート、ソフトウェアのラ
イセンス管理なども合理化されています。
数年おきにかかっていたライセンス更新の
コスト負担も軽減されました。旧システム
を長年使い続ける中で、紙の書類や帳票も
多く、製造現場の業務も煩雑になっていま
したが、新しいシステムと分析ツールに
よって伝票などの仕組みを置き換えること
ができたため、将来構想としていたペー
パーレス化が自然に促進され、業務も効率
化されました。
「旧システムでは、バージョンの互換性など
を気にしてアップデートしていましたが、
完全に仕組みを変えたことによって、こう
した心配がなくなりました。サーバーリ

ソースのほぼリアルタイムな監視によって
運用負荷の軽減、セキュリティ面も強化さ
れています。全体的にスピードが高まり、社
内だけでなく、取引先とのやり取りも速く
なっていると感じています」（松下氏）
また、システム運用の面でも改善がみられ
ています。サーバーの CPU やメモリがど
れくらい使われているかなど、リソースの
監視や異常の検知がタイムリーにできるよ
うになり、運用負荷の軽減につながってい
ます。
Tableau によるデータ分析は、NTT データ
九州が用意した導入マニュアルを活用し、現
在は営業担当をはじめ、データを必要とする
多くの社員に利用されているといいます。
「旧システムではデータを抽出するための
知識がある人に依頼が集中していました
が、今回の刷新によって多くの社員が自ら
データを扱えるようになりました。私自身
も広報担当として、業界誌などの取材に対
応する際、業績の数値を自分で調べて回答
できるようになっています。特定の人に業
務負担がかからなくなったのは大きな効果
と感じています」（籠島氏）
今回の AWS への移行とシステム刷新は、
生産・販売のシステムを中心に行われまし
た。業務に役立つ分析ツール活用体制が
整ったことで、経営陣からはもっと使いこ
なせないかと期待が寄せられているといい
ます。ピエトロにはまだ統合していないシ
ステムも点在しており、会社全体の事業を
分析できるようレストラン事業や通販事業
においても分析基盤を入れるべきだという
議論も交わされています。今後も AWS を
はじめとしたクラウドサービスを積極的に
利用していく方針で、さらに、現在建設予定
の新工場とのデータ連携などのシステム構
築も控えています。
「AWS からは次々と新しいサービスが登場
していますから、随時情報を提供していた
だき、当社の業務に役立てられればと思っ
ています。NTT データ九州とは、先日提案
いただいた『Amazon FSx for Windows 
ファイルサーバー』の導入も検討しており、
継続的なサポートに期待しています」と語
る松下氏は、既にさらなるシステムの進化
を見据えています。

1980 年にパスタ専門店『洋麺屋ピエトロ』を福岡市・天神にオープンし、現在はレス
トラン、食品製造販売、通信販売事業を展開する株式会社ピエトロ。同社の IT システ
ムは、1990 年代に導入したものをデータセンターに移設し、更改を繰り返してきまし
たが、老朽化やメンテナンス手間が大きな課題となっていました。そこで、消費税の軽
減税率対応を機に業務システムを AWS に移設して刷新。ビジネス分析ツールも新
たに導入し、経営の俊敏性を高めています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  Amazon RDS
●  Amazon Redshift

ビジネスの課題
● システムの老朽化
● データ分析・活用の属人化
● システム運用・更改時の負担

AWS を選択した理由
● システム更改のコストパフォーマンス
● データ分析・活用のためのサービス
● クラウドサービスの実績

AWS 導入後の効果と今後の展開
● 多くの社員がデータ分析可能に
● 帳票のペーパーレス実現
● システム更改やライセンス費用の負担
軽減

お客様導入事例：食品・外食
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株式会社 NTT データ九州
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の立場で最適なクラウド活用、グ
ランドデザインを策定するクラウド
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「AWS へのシステム移行によってセキュリティの強化、運用負荷軽減につな
がっています。また取引先とのやり取りも全体的にスピードが高まりました。そ
してデータ分析基盤を整えたことで、多くの社員が積極的にデータを活用でき
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株式会社ピエトロ　システムプランニング＆イノベーション室　松下 加奈 氏
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株式会社ピエトロ
システムプランニング＆
イノベーション室

松下 加奈 氏

株式会社ピエトロ
執行役員　広報室長

籠島 知宏 氏

カスタマープロフィール

株式会社ピエトロ
● 設立：1980 年
● 従業員数：社員 250 名、パートタイム 

245 名
● 事業内容：ドレッシング、ソースの製造
販売、レストランおよびファストフード
店経営など


